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われわれは,セ ジロ,ト ビイロウンカの発生を予想す

る上で,一 応過去の大発生年に共通する気象的な要因を

参考にしながら,発 生源自体不明な点が多い現在,ほ 場

飛来の時期 とその量を早期に適確に把握することに主体

をおいて調査を行なっている。そのため,両 種ウンカの

初期出現から本田初期の飛来までを重点に予察灯,ス テ

ッキートラップ,黄色水盤,掬 取りなどの諸調査を併行し

て実施 しているが,1970年 か ら新らたにネットトラップ

調査を行なったので,そ の概要について報告する。

調 査 方 法

鹿児島市ほか7ヵ 所に,経1mの ナ イロンゴース製の

ネッ トを岸本(1958)の 方法に準じて設置 した。この う

ち名瀬市では柱を用いたが,そ の他は建物を利用しこれ

に4m内 外の柱をたて,15mの 高 さになるように固定 し

た。調査は通常毎日1回 の場合13～15時 に前線が近づい

たときは3時 間おき,異 常飛来時には一時間毎に調査し

た。

調 査 結 果

ネットトラップを設置 した8ヵ 所の調査結果 をとりま

とめたものが第1表 である。

大口市で全 く飛来 をみとめなかったのを除 くと,そ の

他では何れも飛来をみとめ,飛 来数は鹿児島が もっとも

第1表 ネ ッ ト ト ラ ッ プ 調 査 結 果
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第2表 両 種 ウ ン カ の 調 査 方 法 に よ る 差

多く,つ いで名瀬市,伊 集院町,西 ノ表市,加 世田市,

出水市,大 隅町の順であった。 トビイロウンカにくらべ

セジロウンカの飛来が各地とも圧倒的に多 く,出 水市で

はセジロウンカのみの飛来で トビイロウンカは認めなか

った。

初飛来の時期は,セ ジロウンカが,加 世田市,西 ノ表

市で6月 だったほかは5月 であったのに対し,ト ビイロ

ウンカは大隅町の5月,鹿 児島市の6月 を除き7月 と前

者に比べ全般的に飛来時期のお くれる傾向が強かった。

これを予察灯と対比すると初飛来はセジロウンカがやや

早目であったのに対 し,ト ビイロウンカは大隅町を除き

1ヵ 月内外のおくれを示 した。

第2表 は各種調査方法による差であるが,こ れに よ

るとセジロウンカの飛来数は,ネ ットトラップ,黄 色水

盤において他の種より著しく多 く,ツ マグロヨコバイは

ステッキートラップ,予 察灯で多かった。一方 ヒメトビ

ウンカは,黄 色水盤,ス テッキー トラップで比較的飛来

が目立ったが,ト ビイロウンカはこれらに比べ,全 般的

に少なくやや異なった傾向を示 した。性比はいずれもネ

ッ トトラップ,予 察灯が ほぼ1:1に 近 い値であった

が,ス テッキー トラップ,黄 色水盤では♂の数が圧倒的

に♀を上回った。

飛来数の多かった鹿児島市におけるネットトラップ,

予 察灯の飛来消長を図示 したのが第1図 である。

ネットトラップへのセジ ロウンカの初飛来は5月26日

で,そ の後6月 上 ・中旬に飛来したが,連 続飛来は6月

25日 以降で7月25日 まで4回 のピークをみ とめた。5～

6月 中旬の初期飛来はおおむね予察灯 と類似した傾向を

示 したが,6月 下旬以降は異な り6月5半 旬予察灯がピ

ークであったのに対 し,ネ ットトラップでは7月20～21

日が ピークであった。

トビイロウンカは飛来数が少なく判然 としないが,6

月下旬,7月 中 ・下旬の3時 期に飛来をみとめ,最 後の

7月20～21日 の 山がもっとも大 きく,予 察灯 とはセジロ

ウンカ同様異なる傾向を示した。

両種 ウンカの飛来消長は,ネ ットトラップ,ほ 場 密

度,黄 色水盤,ス テッキートラップなどで極めて類似し

た傾向を示したのに対し,予 察灯 とはかなり顕著な差異

を生じた。

第1図ゼジロ,トビイロウンカのネット トラップ飛来状況(鹿児島市,1970)

第2図 は異常飛来時におけるネットトラップの飛来状

況である。

7月20日8時 の調査開始時には,前 日の12時30分 以降

飛来 した個体が含まれているので正確には20日 の9時 か

ら20時 までしか分からないが,そ の間セジロウンカは15

時,20時 の2回 かなり顕著なピークをみとめた。 トビイ

ロウンカは8～11時,15時,19～20時 にそれぞれ飛来し

たが,セ ジロウンカに比べそのピークは明らかでなかっ

第2図 時間別飛来状況(鹿 児島市,1970.田)
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た。また20日 の日中には,ウ ンカの飛来が肉眼で観察さ

れ,空 中ではウンカを捕獲するツバメの活発な活動を認

めた。

ネットトラップと並行して実施 している気象観測の結

果では,両 種 ウンカの飛来 はほとんどの場合,前 線の通

過にともなって起こっており,W-Sの 風 が主体で,降

雨をみる場合が多かった。

お わ り に

このネッ トトラップ調査はまだ1ヵ 年だけの調査結果

であり,今 後年次変動など明らかにする必要 が あ ろ う

が,当 初予想 していた以上に初期飛来の把握ができ,6

月末～7月 にかけての主要な飛来動向が予察灯よりほ場

の実態 とよく適合 していることが分かった。

大口市や,出 水市での飛来が少な く,ま た トビイロウ

ンカがセジロウンカに比べて不活発であったなどの問題

点はあるが,両 種ウンカの飛来消長を把握するための新

らしい調査方法 と考えられるので,今 後 さらに積極的に

活用 して行 きたい と考えている。
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